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は じ め に

本事業を振り返って

滋京奈地域インターンシップ推進協議会推進責任者

京都産業大学副学長　大西 辰彦

　滋賀県・京都府・奈良県（以下、「滋京奈地域」とする。）の11大学がグループを形成し、「産業界のニー

ズに対応した教育改善・充実体制整備事業【テーマＡ】」での取組み成果を活かして、これまで連携してき

た５産業団体、産業界とより深いパイプを持つインターンシップ支援団体と連携し、協議会活動を進めてまい

りました。特に「インターンシップの拡充」および「専門人材の養成」に向けて、「広げる」「深める」「担

う」という三つの側面から、プロジェクト活動を展開してきました。

　協議会活動の主軸である、拡充に向けた新たなインターンシッププログラムの展開においては、低年次向

けアクティブ・ラーニング型インターンシップである「社風発見インターンシップ」を11大学で開発し、２年

間で計３回実施しました。この開発・実施において、前述のインターンシップ支援団体と各大学のインターン

シップ専門人材が協働し、企業開拓や学生募集などに深く関わった結果、３回合計で117社（団体）の受入、

学生261人の受講となり、目標値である50社、250人を大幅に上回る成果をあげることができました。また、連

携11大学がそれぞれで取組むインターンシップ受講生数は、平成25年度の667人に対し、平成27年度は787人

と増え、平成25年度と比べて18％増という実績をあげることができました。このように、社風発見インターン

シップを通じた連携活動は、インターンシップの拡充に大きな効果をもたらしたと言えます。

　もう一つの柱である、「専門人材の養成」は、社風発見インターンシップの開発・実施によるOJTに加え

て、合計７回の実務者研修会を通じて、インターンシップに係る知識獲得やスキルアップに取組み、連携11大

学で25人の専門人材（主に「業務遂行型」）を養成するにいたりました。OJTにおける学生募集や受入企業の

開拓から事前・事後学習に至るまでの一連の業務経験、実務者研修会での中長期インターンシップのプロトタ

イプ作成等で得た、新たな知見・ノウハウを自大学で活用することによって、担う業務の幅を広げ、インター

ンシップの拡充につながったと言えます。

　このように、滋京奈地域という広域的産学連携の取組みを通じて、専門人材として関わる各大学の教職員

が、従来の枠を越えた、他地域の企業・団体との新たな連携が進み、産業界と深い関係を構築することができ

ました。また、各地域の産業界との協力関係をもとに開催した、府県を跨いだインターンシップ普及の各種

イベントを通じて、地域の枠を越えた新たな産学連携のモデルが形成できたことも、大きな成果の一つにあげ

られます。

　２年間という短い期間ではありましたが、大学間および大学と産業界等との関係がより強固なものとなり、

インターンシップの拡充および専門人材の養成という当初の目的を達成することができました。この成果を今

後さらに発展的・継続的な組織として確立し、地域に活躍できる人材の育成を目指して、平成28年度以降も本

協議会活動を推進してまいります。引き続き連携校と産業界等のみなさまのご協力をお願い申し上げます。
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　滋京奈地域インターンシップ推進協議会（以下、「推進協議会」という。）は、「産業界ニーズに対応した

教育改善・充実体制整備事業【テーマＡ】」で事業を推進してきた滋京奈地域の11の大学・短期大学グループ

と産業界等メンバーで構成され、産学連携の方針について協議し、それに基づいて必要な実行策を決定する。

事務局を、滋京奈地域の中小企業とのネットワークを有し、人材マッチングの実績やノウハウを持つ会社に

設置し、全体の運営と具体的な事業の推進を担当する。また事務局の下に実行組織として「滋京奈地域イン

ターンシップ推進委員会」を設け、「広げる」「深める」「担う」という三つの側面からインターンシップの

拡充および担い手の養成を中心とする事業プロジェクトを遂行する。

　これらの組織的活動を通じて、オープンな情報交換等によって新たな大学間連携、産学連携を拡大し、補助

事業終了後も自立的に継続できる地域連携組織とする。

　推進協議会は、滋京奈地域を対象として事業を展開する。滋賀県・京都府・奈良県は、学生の通学圏として

重複しており、学生にとって自宅通学が可能な大学は、これら3府県にまたがった広い意味での地元の大学に

ほかならない。また３府県に展開する多数の中小企業が結びついており、府県の行政区画に準拠したエリア

設定だけではインターンシップに関する学生や産業界のニーズに十分に対応できない。さらに両者をコーディ

ネートする大学の教職員にも、広義の地元として滋京奈地域の産業・教育全体に及ぶ知識とスキルが求められ

る。以上の理由から、推進協議会は、滋京奈地域を広域的にカバーできる対象地域とする。

　取組概要  

　実施体制

Ⅰ 取組概要／実施体制

平成 27 年度
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　本事業の連携11大学において正課として開講されるインターンシップでは、就業期間１週間（実質５日間を

含む）の短期のもの、数週間から数ヶ月に及ぶ中長期のものまで、きわめて多様な内容の科目が展開されてお

り、カリキュラム上の位置づけも多様である。事前・事後の学習指導についても、時間設定や内容が一定して

いない。就業体験の期間や内容を、受入企業の数や受入条件によって変更せざるを得ないことから、参加する

学生数が伸び悩む状況も見られ、大学等単独の努力では受入企業の拡大に限界があることが、現状の最大の問

題点である。

　このような現状から、次のような具体的課題が導かれる。

1 インターンシップにおける学生と企業のミスマッチ解消の組織的取組

　学生の社会と産業への視野の拡大を通じて、大企業志向のような偏りによるミスマッチを解消していくとと

もに、地域の主力である中小企業についても、学生に自社の魅力を訴える機会としてインターンシップを積極

的にとらえ、活用するための組織的アピールが必要である。またそのために、コーディネート業務に携わる人

材の育成が急務である。

2 参加学生数の多い短期インターンシップの共通プログラム化

　大学等においてきわめて多様な内容がインターンシップとして一括されている現状のままでは、産業界に理

解と協力を得ることが難しいため、特に参加学生数の多い短期インターンシップについて、事前・事後指導を

含めた共通プログラムを実施することによって、一定の標準化を図る必要がある。

3 中長期インターンシップを含めた段階化と構造化

　同様に、大学等のカリキュラムにおいて、就職活動時期の「後ろ倒し」に対応した、キャリア形成科目の段

階的履修や指導内容の構造化の観点から、中長期インターンシップの位置づけと拡充を追究する必要がある。

4 大学教育の一環としてのインターンシップ

　インターンシップを、アクティブ・ラーニングの一環として大学教育の中に正課として位置づけ、教育の質

を保証していくことにより、大学教育全体の活性化と地域社会における信頼性を高める必要がある。

　以上の全体的現状把握と課題認識に基づき、連携11大学は、個別に具体的な現状と課題に取り組みつつ、本

事業を推進した。

　背景（現状と課題）

Ⅰ背景（現状と課題）
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　インターンシップ等におけるマッチングについて、学生個人と企業を技術的に結びつける狭義のマッチング

だけでなく、その大前提として「知りたい」「知って欲しい」のマッチングが必要という基本コンセプトのも

と、次の目標を掲げる。

　　　　 インターンシップ等について、オープンで自立的な産学連携に向けた組織づくり
　　�推進協議会を中心に、大学・学生と産業界を「知りたい」「知って欲しい」で結びつけ、連携拡大を通じ

て、事業終了後、産学からオープンに参加でき、自立的に活動できる組織づくりを行う。

　　　　 《広げる》特色あるインターンシップを通じた受入企業開拓と参加学生数の増加
　　�２年間の事業期間中に50社の受入企業を開拓、学生250名の参加を目指す。

　　�個別大学の取組み活性化に向け、各種インターンシップ参加者数の10％増（対25年度比）を目指す。

　　　　 《深める》大学教育におけるインターンシップの内容と位置づけ、関連する教育の活性化
　�インターンシップの教育内容を整理し、新規の短期インターンシップに反映する。中長期インターンシップ

の拡充に向けたカリキュラム上の工夫等について、研究会等を開催し、地域全体のキャリア教育の普及と質

の向上を目指す。

　　　　 《担う》インターンシップ等におけるコーディネートを担当する人材の育成
　インターンシップ等のコーディネート業務を担当する教職員を対象とした研修会を開催し、知識の獲得とス

キルアップを行う。

　初年度である平成26年度は、推進協議会の発足、事務局と推進委員会の立ち上げを行い、推進委員会の下で

３プロジェクトを起動する。推進協議会では、産学の協力体制のきめ細かな運営、推進状況の把握と評価に責

任を負うとともに、将来的な組織体制を具体化しつつ、絶えず大学等の教育機関や産業界に参加を呼びかける

ための情報発信を行う。

　運営上の中核となる事務局を立ち上げ、対象地域の中小企業のインターンシップ受入開拓や実習内容等の支

援、受入企業と学生のマッチング支援、中長期インターンシップの企業ニーズの探索、インターンシップの担

い手に必要なノウハウの共有、受入企業・学生・大学関係者との情報交換会の開催等を担う。

　推進委員会の下で活動する３つのプロジェクトは、本事業の持つ、「広げる」「深める」「担う」の３つの

目標に対応している。活動の具体的実施にあたって、年度ごとの重点取組項目を設定し、各プロジェクトが連

携・分担して、目標２〜４の実現に取組むとともに、共通プログラムとして、アクティブ・ラーニング型短期

インターンシップである、「社風発見インターンシップ」を実施し、受入企業50社、参加学生数250名を数値

目標とする。

目標１

目標2

目標3

目標4

　達成目標・期待する成果

Ⅰ 達成目標・期待する成果



実施計画・取組内容
　　Project 1　きっかけプロジェクト 活動報告
　　Project 2　学びプロジェクト 活動報告
　　Project 3　担い手プロジェクト 活動報告
社風発見インターンシップ 活動報告
中期インターンシップ 開発プロジェクト 活動報告
企業向けインターンシップフォーラム実施報告
企業向けインターンシップ活用勉強会実施報告
社会人基礎力自己評価分析・考察
平成 28 年度以降の継続体制

Ⅱ
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 ① プロジェクト活動の目標

　特色あるインターンシップを通じた受入企業開拓と参加学生数の増加を目指す。事務局の下に設けられる
推進委員会を中心に進める3つのプロジェクトのうち「きっかけプロジェクト」として、新規にアクティブ・
ラーニング型短期インターンシップの共通プログラムを実施する。2年間の事業期間中に50社の受入企業を
開拓、学生250名の参加を目指す。また同時に、大学等グループ11校各自の取組を活性化するため、各種イン
ターンシップ参加者数の10％増（対25年度比）を目標とする。

 ② プロジェクト活動の計画

　本事業の「広げる」の目標を代表し、①に取組む。企業・学生・大学の「知りたい」「知ってほしい」の
マッチングを基礎とした、多様なきっかけづくりのために新規の短期インターンシップ事業の企画・実施にあ
たる。平成26年度は新規インターンシップの実現に重点的に取組み、コーディネート活動を開始する。平成27
年度には内容と運営の改善、企業と就業体験内容の選択肢の増加に取組み、参加する大学数、学生数を増やす
基盤を整備する。

 ③ プロジェクト活動の取組内容
　きっかけプロジェクトでは、社風発見インターンシップ事業の企画運営を、下記の点を重点項目として、取
り組んだ。

【重点1　社風発見インターンシップの実施を通じた量的拡大】

　連携する11大学で共通プログラムとして社風発見インターンシップを企画運営するとともに、新規企業開
拓、参加する大学や学生数の量的拡大に取組んだ。同時に、各大学において、個別の課題に取組み、インター
ンシッププログラムの拡充、活性化を図った。

【重点2　事務局を核とした運営体制の構築】

　学生、企業、大学の「三方よし」を実現するために、滋京奈地域の中小企業とのネットワークを有し、人材
マッチングの実績やノウハウを持つ企業に事務局を置くとともに、連携大学間でノウハウを共有し、継承して
いける運営体制を構築した。

【重点3　産業界との本音に基づいた意見交換と関係構築】

　大学・学生と産業界を「知りたい」「知って欲しい」で結びつけ、連携拡大を通じて、事業終了後、産学か
らオープンに参加でき、自立的に活動できる組織づくりを行った。
　特に、企業開拓において、大学から企業に依頼、アプローチするだけではなく、企業がインターンシップに
踏み込めない理由を本音で議論し、内容を整理した上で、プログラム運営や体制構築に反映した。

Project 1 │ きっかけプロジェクト 活動報告

　実施計画・取組内容

Ⅱ 実施計画・取組内容
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 ④ プロジェクト活動の成果
　社風発見インターンシップを3回（平成26年度早春篇/平成27年度真夏篇/平成27年度早春篇）実施するなか
で、プロジェクトの活動を通じて、以下の成果を得ることができた。

【社風発見インターンシップの実施を通じた量的拡大】
　企業開拓の成果として、各大学の専門人材が分担して、多業種の中小企業127社を開拓し、合計117社（平成
26年度早春篇31社/平成27年度真夏篇37社/平成27年度早春篇49社）が受入企業となり、目標値（50社）を大幅
に上回る成果が出た（開拓企業127社のうち10社はノンマッチ）。
　受講生数についても、合計261名（平成26年度早春篇72名/平成27年度真夏篇72名/平成27年度早春篇117名）
となり、目標値（250名）を上回ることができた。

　また、平成27年度の連携11大学のインターンシップ等参加学生数は、対平成25年度比18%増（平成25年度：
667名→平成27年度：787名）となり、個別大学のインターンシッププログラムの拡充、活性化につながった。

【大学教育への位置づけ】
　社風発見インターンシップは、社風をキーワードとする学生のグループワークを通じた、低年次からのアク
ティブ・ラーニング型短期インターンシップである。これによって、短期インターンシップが単なる就業体験
ではなく、大学教育全体を活性化させ得る大きな教育効果を持つことを、大学のみならず地域産業界にもア
ピールすることができ、連携11大学のうち4大学が正課科目に位置付けた。

【専門人材養成のOJTを兼ねた運営】
　担い手プロジェクトと協働し、専門人材養成のOJTとして、社風発見インターンシップにかかる一連の業務
を各大学の教職員で役割分担し、運営を行った。

【連携外の大学からの参加】
　連携校以外の大学に「社風発見インターンシップ」を積極的にPRした結果、連携11大学以外で新たに京都
ノートルダム女子大学から9名の学生応募があり、同大学の専門人材と一緒にプログラムを進めた。

【企業開拓とノウハウ共有に向けた体制構築】
　平成26年度は、オムロン パーソネル（株）のノウハウを活かして新規企業開拓に取り組んだ。平成27年度
は、既存の経済団体との連携を強化し、エリア主任を設けて進捗を確認するとともに、（株）Re-birthがバッ
クアップするきめ細かな連絡体制とともに、データのオンライン管理、共有の仕組みも構築した。

【企業メリット等の提案型企業開拓】
　大学・学生と産業界を「知りたい」「知ってほしい」というキーワードで結びつけるべく、企業向けイン
ターンシップフォーラムおよびインターンシップ活用勉強会を実施した。2回で延べ43社102名の参加があり、
11社が社風発見インターンシップの受入企業となった。
　また、社風発見インターンシップの事前学習の中で、合同会社説明会の形式で自社の魅力アピールと学生の
企業選択の視野拡大の機会を設け、両者から高い評価を得た。きめ細かな情報交換とフォロー、企業のメリッ
ト（社員教育や自社の魅力発信、産学連携による地域で活躍する人材育成）等を含めた提案型の企業開拓がで
きたことが、今回の企業増加につながったといえる。

【継続体制構築に向けた検討】
　今後の体制構築に向けて、方向性を定める（産学協働の取り組みを広める）ことに注力し、大学関係者および
企業経営者との交流会や本音での話し合う場（合計4回延べ48社59名の参加）を設けた。具体的な運営体制、事
業内容を構築し、大学・産業界双方の意向をくみ取りながら、自立的組織の構築を協議することができた。

きっかけプロジェクトリーダー校　聖泉大学
人間学部　特命講師　近藤 紀章

Ⅱ実施計画・取組内容
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 ① プロジェクト活動の目標
　大学教育におけるインターンシップの内容と位置づけ、関連する教育の活性化を目指す。３プロジェクトの
うち「学びプロジェクト」として、平成27年度からの就職活動の「後ろ倒し」に対応するとともに、インター
ンシップの教育内容（事前・事後学習、就業体験の内容と評価など）を整理し、新規の短期インターンシップ
に反映する。中長期インターンシップの拡充に向けたカリキュラム上の工夫、PBLやコーオプ教育との結びつ
けについて、オープン参加の研究会等を開催し、地域全体のキャリア教育の普及と質の向上を目指す。

 ② プロジェクト活動の計画
　本事業の「深める」の目標を代表し、①に取組む。産業界ニーズ事業（テーマＡ）の成果を踏まえ、産学連
携によるキャリア教育を深め、教育効果の高いインターンシップに結びつけていく教育プログラムなどの普及
を目指す。平成26年度は、就職活動の「後ろ倒し」への対応を基軸とした教育課題への取組、新規インターン
シップにおける事前・事後指導の内容と評価方法の策定と実施にあたる。また平成27年度にかけて、オープン
参加の勉強会や発表会などを適宜開催し、コーオプ教育、PBLなどテーマＡで展開された産学協働教育のさら
なる発展を通じて、中長期のインターンシップに結びつけることに取組む。

 ③ プロジェクト活動の取組内容
　学びプロジェクトでは、以下の特色を持ったプログラムとして社風発見インターンシップを開発するととも
に、以下の重点項目に取組んだ。

【特色１　低年次向けアクティブ・ラーニング型短期インターンシップ】
　単なる就業体験ではなく、企業研究の最初の機会として位置づけ、「社風」をキーワードとして企業活動と
仕事を観察する教育プログラムを設計した。

【特色２　参加者のグループワークによる企業研究】
　他大学の学生と共同して、複数企業の社風を観察、比較考察するグループワークを通じて、事前・事後学習
にPBL的な要素を組み込んだ。

【特色３　就職活動のシミュレーションを兼ねた事前学習】
　マナー講習などの実践と就職活動の予行演習を兼ねて、受入企業による合同会社説明会の形式で、多業種の
企業人と懇談・打合せを行う機会を設けた。

【特色４　受入企業の全プログラムへの積極的関与】
　事前学習における会社説明会シミュレーション、実習中の社長・社員インタビューへの協力、事後学習の発
表会における評価コメントを通じ、受入企業が学生の学びのプロセスに積極的に関与した。

【重点　中期インターンシップへの取組み】
　短期の低年次向けの社風発見インターンシップの開発と並行して、３年次を中心に次のステップとして取り
組む中期インターンシップの教育内容を検討し、業務習熟型・プロジェクト型・地域密着型（合同実施型）の
３つのタイプに分けて、教育内容のプロトタイプの共有を目指した。

Project 2 │ 学びプロジェクト 活動報告

Ⅱ 実施計画・取組内容
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 ④ プロジェクト活動の成果
　社風発見インターンシップ（平成26年度）、社風発見インターンシップ　真夏篇、早春篇（平成27年度）の３回
にわたる短期インターンシップを実施する活動の中で、以下のような教育プログラム開発および成果を得ることが
できた。

◆教育プログラム

【マナー、企業研究の仕方の講習（事前学習１日目）】
　参加学生が事前に作成した名刺を使い、初対面の企業人に面会する際の必要なマナーや言葉遣い、電話のか
け方など、すぐに役立つ実践的な講習を行った。またWebサイトだけでなく、「会社四季報」などの掲載情報
を参照し、企業の特色や理念を自分の目で確認し、検討する講習を行った。

【会社説明会シミュレーション（事前学習１日目）】
　20社以上の受入企業ブースを設置し、実習先とは異なる業種で複数の企業ブースを訪問し、説明と質疑を行
う機会を設けた。これによって、未知の業種と仕事に出会う学生、自社の特色と魅力を学生に訴えたい企業の
両者のメリットを生み出した。

【社長、社員による講演（事前学習２日目）】
　企業理念に関する社長講演と、創造的な働き方に関する社員講演を通じて、企業と社員が目指すものを複眼
的に考えるための働きかけを行った。

【社風発見のグループワーク（事前学習２日目）】
　他大学の学生と協働して、企業理念・仕事の仕組みと工夫・社員のモチベーションの３つの角度から、実習
中の共通課題を設定し、社風を比較検討するグループワークを行い、事前発表会で共有した。

【事後学習】
　実習の成果を、学生個人だけでなくグループとしてまとめ、企業理念・仕事の仕組みと工夫・社員のモチ
ベーションからの社風比較をテーマとする最終プレゼンテーションを行った。発表会では受入企業からの参加
者による講評やアドバイスがなされ、充実した実習の振り返りとなった。

◆成果

【実習ノートによるプロセス管理】
　きっかけプロジェクトと協働し、事前学習、実習中、事後学習に至るすべてのプロセスを記録し、大学教職
員がチェックできる実習ノートを作成した。

【教育効果の測定】
　社風発見インターンシップ参加者の社会人基礎力自己評価（事前、事後）、企業からの実習生評価の３種類
のデータを収集し、分析した。学生の自己評価は「前に踏み出す力」で大きく伸びるが、企業からの評価はさ
らにそれを上回っており、地域・企業の若者への期待の大きさがうかがえる。ただし低年次では「考え抜く
力」の自己評価が下がり、今後の学習課題を示している。

【中期インターンシップへの取組み】
　社風発見インターンシップの参加者が、次のステップとして挑戦することを想定して、中期インターンシッ
プに必要な学習の要素を抽出し、事前学習のプログラムを設計し、業務習熟型・プロジェクト型・地域密着型
（合同実施型）の３つのタイプでの学習プログラムのプロトタイプを作成した。「インターンシップ開発プロ
ジェクト」を踏まえて、新たな中期インターンシップの開発に結びつけていくことが今度の課題である。

学びプロジェクトリーダー校　奈良女子大学
研究院人文科学系　教授　佐原 康夫

Ⅱ実施計画・取組内容
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 ① プロジェクト活動の目標

　インターンシップ等におけるコーディネートを担当する人材の育成を目標とする。同じく３つのプロジェク

トのうち「担い手プロジェクト」として、インターンシップ等のコーディネート業務を担当する教職員を対象

とした研修会を開催し、知識の獲得とスキルアップを行う。新規のインターンシップ実施にあたって必要とな

るコーディネート業務を、共通のOJTとして、実践的な人材育成を行う。

 ② プロジェクト活動の計画

　本事業の「担う」の目標を代表し、①に取組む。キャリア教育や就職指導、インターンシップのコーディ

ネート業務など、単独の大学では困難な教職員研修をFD・SD活動として実施し、産学連携の実務的担い手と

なる人材を育成するために、専門家を招いた講習会、研修会を実施する。特に平成26年度には、新規インター

ンシップ実施にあたって必要なコーディネート業務に、共通のOJTとして取組む。平成27年度には、これを基

礎としてさらに専門的、実践的な人材育成の研修を行う。

 ③ プロジェクト活動の取組内容

　担い手プロジェクトでは、以下の点を重点項目として取組んだ。

【重点１　社風発見インターンシップOJTを通じた専門人材の育成】

　インターンシップ等のコーディネート業務を担当する教職員を対象として、社風発見インターンシップにお

ける実施・運営の全面におよぶ業務をOJTとして取組んだ。さらに、ここで得たノウハウと自己の経験を自大

学に持ち帰り、大学内におけるインターンシップ業務に反映した。

【重点２　専門人材を継続的に育成するための組織作り】

　個別大学内でインターンシップのノウハウを蓄積・共有し、専門人材を継続的に育成する組織を構築するた

め、連携大学間において、実務者研修会を実施した。

Project 3 │ 担い手プロジェクト 活動報告

Ⅱ 実施計画・取組内容
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 ④ プロジェクト活動の成果

　社風発見インターンシップOJT、実務者研修会を実施する中で、以下の成果を得られた。

【各大学における専門人材の育成】

　社風発見インターンシップの実施・運営によるOJTに加えて、合計7回の実務者研修会を通じて、インター

ンシップに係る知識獲得やスキルアップに取組み、連携11大学で25人の専門人材（主に「業務遂行型」）を育

成できた。OJTにおける学生募集やマッチング、受入企業開拓から事前・事後学習に至るまでの一連の業務経

験、実務者研修会での中期インターンシップのプロトタイプ作成等で得た、新たな知見・ノウハウを自大学で

活用することによって、担う業務の幅を広げられた。

【インターンシップにおける学生と企業のミスマッチ解消】

　各大学の専門人材が分担して、他業種の中小企業127社を開拓し（うち117社マッチング）、詳細な企業情報

と実習内容等を1冊にまとめた「募集ガイド」を学生に配布した。実務者研修会を兼ねて行ったマッチング作

業、企業との協議の結果、平成26年度早春篇100％・平成27年度真夏篇93.5％・平成27年度早春篇99.1％と高い

マッチング率を達成した。

【危機管理マニュアルの作成】

　JASSO実務者研修会で得た知見をもとに、共通の危機管理マニュアルを作成した。実習中におけるトラブル

等への対応については、共通の理解をもって進められるようになった。

【専門人材の継続的な育成】

　専門人材を学内で育成できる組織作りの基盤として、専門人材が担う業務の標準化に向けて、インターン

シップの業務内容をまとめた「実践！インターンシップ運営ポイント集」を作成した。これは、実務者研修会

を通じて、各大学におけるインターンシップの運営に必要な業務を全て洗い出し、共通項や特筆すべき点等を

時系列に見える化したものであり、学内での専門人材育成に向け、連携校等に配付・活用を促した。

【中期インターンシッププロトタイプ作成】

　学びプロジェクトと協働し、実務者研修会において、中期インターンシップのプロトタイプを３タイプ（業

務習熟型・プロジェクト型・地域密着型（合同実施型））に分け作成し、それぞれのタイプにおける中期イン

ターンシップの目的を設定した。

【中期インターンシップ開発プロジェクト】

　中期インターンシップ開発プロジェクトとして、企業と協力し嵐電沿線の料理や施設の魅力を学生が発信

し、沿線の活性化を目的とした「おいしい嵐電」に取組んだ。この取組みにより、中期インターンシップに必

要な要素や今後に向けた課題を明らかにした。

担い手プロジェクトリーダー校　京都産業大学

コンピュータ理工学部　准教授　玉田 春昭

Ⅱ実施計画・取組内容
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 ① 全体概要

　連携11大学の共通プログラムとして、滋京奈地域インターンシップ推進議会が大学の枠を越え、地域の企業

と連携するアクティブ・ラーニング型のインターンシップ「社風発見インターンシップ」を開発・実施した。

１・２年次生を対象とする「早春篇」、2・3年次生を対象とする「真夏篇」に分かれ、段階的に就業体験を積

み上げながら、自己の将来と地域産業界を結びつけて考える教育プログラムとして設計している。

 ② 目的

　就職が現実的になる前段階の学生を対象に、企業研究や会社訪問などの必要な要素を事前学習に組み込み、

「社風」をキーワードとした積極的な就業体験を通じて、学生だけでなく企業にもポジティブなフィードバッ

クをもたらす。

  真夏篇

■実施概要
　真夏篇では、「社風」をキーワードとして、グループワークで複数の企業を様々な角度から比較し、「企業

理念」、「社内組織の戦略的編成」、「社員のモチベーション」の３点について発展的な企業研究を行う。事

前学習（全２回）では、「会社四季報」を用いての企業研究講義をはじめ、マナー講習、会社説明会シミュ

レーションを実施する。また、実際の会社経営者と社員を講師として招き、「企業理念」および「創造的な働

き方」をテーマに講演する。就業体験実習は、５日間〜10日間の実習を行う。事後学習では上記３点について

複数の企業と比較しながらプレゼンテーションを行う。

■実習プログラム・スケジュール
日程 実習内容

平成27年
6月27日

事前学習
１日目

1. グループごとのアイスブレイク
2. 会社四季報からみた企業と業界【講義】
3. マナーとコミュニケーション【講習】
4. 会社説明会シミュレーション【実習】

平成27年
7月11日

事前学習
2日目

1. 企業理念からみた社風創造【経営者講演】
2. 会社の業務と働きがい【社員講演】
3. 社長インタビューや就業体験実習に向けての準備
　・個人の目標設定
　・グループワーク
4. 事前発表会

平成27年
7月13日〜

8月5日

企業訪問
実習

1. グループ取材（社長インタビュー）
2. 就業体験実習事前打ち合わせ
※�事前に学生自身が企業担当者へアポイントを取り

訪問

平成27年
8月6日〜
8月31日

就業体験
実習

実習期間：5〜10日間
※実際の業務やインタビュー、取材を通じ、「企業

理念」、「社内組織の戦略的編成」、「社員のモ
チベーション」の3点について研究

平成27年
9月5日 事後学習

1. オリエンテーション・発表準備
2. 発表会
※グループワークにおいて、就業体験での気づきを

共有しながら、「企業理念」、「社内組織の戦略
的編成」、「社員のモチベーション」について、グ
ループ内における複数の企業と比較・考察する。

Ⅱ 社風発見インターンシップ 活動報告

社風発見インターンシップ 活動報告

就業体験実習中の様子
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Ⅱ社風発見インターンシップ 活動報告

 早春篇

■実施概要

　「社風」をキーワードに実際の会社を観察し、「会社って何だろう？」という素朴な疑問を理解するため

に、実地の企業研究を行う。就業体験実習前の事前学習（全2回）では、社風理解に向けたグループワークや

企業研究講義、マナー講習を始め、企業と学生の交流の場として会社説明会シミュレーションを実施する。ま

た、社風を発見するポイントを明確にするための事前発表会、事後学習では、社長・社員インタビューや実際

の業務を通じて感じた社風について、プレゼンテーションを行う。なお、就業体験実習は、３日間〜５日間で

行う。

■実習プログラム・スケジュール
日程 実習内容

平成27年
12月5日

事前学習
１日目

1. グループごとのアイスブレイク
2. 企業票と企業情報の見方【講義】
3. マナーとコミュニケーション【講習】
4. 会社説明会シミュレーション【実習】

平成27年
12月19日

事前学習
2日目

1. 社長インタビューや就業体験実習に向けての準備
　・個人の目標設定
　・グループワーク
2. 事前発表会

平成27年
12月21日〜
平成28年
1月22日

企業訪問
実習

1. グループ取材（社長インタビュー）
2. 就業体験実習事前打ち合わせ
※事前に学生自身が企業担当者へアポイントを取り訪問

平成28年
2月15日〜
2月26日

就業体験
実習

実習期間：3〜5日間
※実際の業務やインタビュー、取材の中から、企業の社風・魅力を発見するとともに、自己能力

や課題を確認する

平成28年
2月27日 事後学習

1. オリエンテーション・発表準備
2. 発表会
※グループワークにおいて、就業体験での気づきを共有しながら、「社風、「企業の魅力」を

テーマに発表データを作成し、グループ内における複数企業の社風について比較・考察する。

 ③取組実績（計３回）

平成26年度
早春篇

平成27年度
真夏篇

平成27年度
早春篇 合計

受入企業数 31 37 49 117
受講生数 72 72 117 261

就業体験実習中の様子
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 ① 目的
　滋京奈地域インターンシップ推進協議会では、現在実施している「社風発見インターンシップ」に加えて、さら
に教育効果を高めるため、「中期インターンシップ」の開発を進めている。そこで、平成27年度にその開発のパイ
ロットプログラムとして、協力企業と協働したプロジェクト型インターンシップを社風発見インターンシップの受
講経験がある学生を対象に試行することとした。本プログラムを実施するにあたり以下の点を確認し、実施するこ
ととなった。
1．プログラム実施にあたり学生の成長を促す内容であること（教育プログラムであることの確認）。
2．�中期インターンシップの開発に資するプログラムであること（推進協議会の運営のあり方、協力企業と大学と

の関係、大学間連携のあり方など）。

 ② 実施概要
1．プログラム名称	 中期インターンシップ開発プロジェクト
	� （企画名：旅行ツアーの企画・運営「おいしい嵐電」／目的：嵐電沿線の料理や施

設の魅力を学生が発信し、沿線の活性化を図る。）
2．期　　間	 平成27年10月１日～平成28年１月19日
3．受講生数	 ４名
4．ツアー参加者	 60名
5．協力企業	 株式会社ビューティフルツアー
6．実習内容	� 1 . 広報チラシ作成補助　2. 協賛店舗取材　3. 配布物作成（料理・施設紹介）　　

4. ツアー実施・運営（ツアー参加者へ商品配布・商品説明）
7．スケジュール

月　日 実習内容 詳　細

9月下旬 学生募集

10月17日 事前研修

1. 企画概要説明
2. 取材店舗担当割当
3. 京都府内の観光について【講義】
4. 中期インターンシップに
	 必要な能力【講義】
　・主体性
　・コミュニケーション力
　・粘り強さ　　　他

5. �本プログラムで身につけてほしいこと
【講義】

　・�120％理論（120％の力で取組む）
　・報連相の徹底
　・�自分で計画・実行し、改善できる人

材を目指す（PDCAサイクル）他

10月下旬 店舗挨拶・インタビュー 企業担当者と学生が協賛店舗に取材訪問（料理や施設の魅力について）

11月17日 中間報告 ツアー参加者への配布物（チラシ）の進捗確認および修正点等議論

11月28日 中間指導
配付物完成

・配布物（チラシ）最終確認
・集客状況進捗共有
・今後の集客について議論

・実習当日担当割当確認
・�中期インターンシップ開発に向けての

意見交換（大学・企業）

12月12日 実習1日目
・車中での司会／商品配布／商品説明
・ツアーでの引導
・次回に向けての打合せ（改善・反省点等）

12月19日 実習2日目 ・車中での司会／商品配布／商品説明
・ツアーでの引導

1月19日 成果報告会 学生・企業による発表

Ⅱ 中期インターンシップ 開発プロジェクト 活動報告

中期インターンシップ 開発プロジェクト 活動報告
～ 企業と協働した新たな教育プログラムの開発 ～
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Ⅱ中期インターンシップ 開発プロジェクト 活動報告

 ③ 学生の成果

・�短期インターンシップと異なり学生と企業との関わりが強かったため、仕事をするうえで目的を明確に持
ち、一歩踏み込むことの大切さに気づいた。

・�本実習は課題や仕事を与えられるだけでなく、運営側の一員として活動するため「働くとは何か」について
イメージを持つことができた。

・お客様と関わるなかで、仕事において自身がどのような動きができるか知ることができた。
・�短期インターンシップではやるべきことが決められていたが、プログラム全体を通じて、仕事では主体的な

行動が必要であることを学んだ。

 ④ 協力企業からの意見（課題・改善・検討点）

・全体を通して学生との打合せ時間を増やすことが必要である。
・学生に対しどこまで踏み込んで良いかの判断が難しい（ビジネスと授業の境目の判断が難しい）。
・�ツアー当日までの、店舗取材同行や打合せなど、短期インターンシップと比べ、学生と接する時間が長いた

め、学生の個性を見ることができた。

 ⑤ 中期インターンシップ開発に向けた課題

◎中期インターンシップの開発にあたり、以下の点が明らかになった。
　1．�プロジェクトの目的を明確にし、企業・大学・学生の3者が最終ゴールを定めて、共有しておくこと

が重要である。
　2．�活動目標達成のため、企業と学生がブレインストーミングを実施し、PDCAを回して検証する必要

がある。
　3．�学生に教育的効果をどのように持たせるか、大学と企業で役割分担を明確にして、共有しておくこと

が重要である。
　4．�学生は単なる労働力の提供ではないことを企業に理解していただき、ビジネスとしての観点を持たせ

ることが必要である。

　　 　実習の様子
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 ① 目的

　インターンシップ活用事例を通じて、企業にとって効果の出やすいプロジェクトの設定や、実際のインターン
シップの進め方、また、インターンシップに参加する学生に対しての接し方等について講演し、インターンシップ
受入にあたっての企業理解を深めることを目的として実施した。

 ② 実施概要

1．フォーラム名称	 企業×若者～岐阜での実践事例「ホンキ系インターンシップ」に学ぶ～ 
2．日　　時	 平成27年５月27日（水）　13：30〜16：00 
3．会　　場	 クサツエストピアホテル（滋賀県草津市西大路町4-32） 
4．プログラム	 １）開会 
	 ２）社風発見インターンシップについて 
	 ３）企業×若者～岐阜での実践事例紹介
	 　　講師：秋元 祥治 氏（NPO法人 G-net代表理事） 
	 　　・中長期実践型インターンシップの活用事例 
	 　　・効果の出やすいプロジェクト設定と実際の進め方 
	 　　・学生の活用方法 
	 ４）グループディスカッション 
	 ５）質疑応答 
	 ６）閉会

 ③ 参加実績

・企業関係者	 18名 

・行政関係者	 2名 

・大学関係者	 8名 

・連携校	 14名

・登壇者	 1名

フォーラムの様子

企業向けインターンシップフォーラム 実施報告

Ⅱ 企業向けインターンシップフォーラム 実施報告
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 ① 目的

　参加企業に対してアプローチをかけることで、今後さらに受入先企業の拡大を図り、企業同士および大学と企業
との結びつきをより強固なものとするために実施した。また、インターンシップの受入にあたって壁となっている
問題点・課題点について、企業・大学担当者間で話し合い、企業にとって適合的なインターンシッププログラムを
考える場として、インターンシップ相談会を設けた。

 ② 実施概要

1．フォーラム名称	 挑戦する会社づくり～インターンシップを活用し、魅力ある企業を目指す～ 
2．日　　時	 平成27年８月５日（水）　14：00〜17：00 
3．会　　場	 メルパルク京都5階（京都市下京区東洞院通七条下ル東塩小路町676番13） 

4．プログラム	 １）インターンシップ概論 
	 ２）社風発見インターンシップ学生体験談 
	 ３）基調講演 
	 　　講師：堀井 愛士 氏（株式会社堀場製作所  グローバル人事部  人財開発担当） 
	 　　講演テーマ：「インターンシップの活用について」 
	 ４）インターンシップ相談会

 ③ 参加実績

・企業関係者	 34名 

・大学関係者	 3名 

・連携校	 19名

・登壇者	 1名

・発表学生	 2名

インターンシップ活用勉強会の様子

企業向けインターンシップ活用勉強会 実施報告

Ⅱ企業向けインターンシップ活用勉強会 実施報告
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① 調査方法

　社風発見インターンシップ“真夏篇”の成果を分析するため、参加学生には、事前と事後の２回にわたって

社会人基礎力（前に踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力）の自己評価を提出させた。受入企業からは学

生個別に、社会人基礎力（上と同じ観点）、業務に関する評価として「取組態度・姿勢」「自己成長意欲」

「業務達成度」の３点について評価を求めた。

　評価の尺度はいずれも、「優れている」（５点）「やや優れている」（４点）「標準的」（３点）「やや劣

る」（２点）「劣る」（１点）の５段階とし、数値化されたポイントを集計した。

　また、本インターンシップに参加した学生の内訳、大学別の参加学生数、受入企業とマッチング結果は表

１・表２・表３のとおりである。

 ② 業務に関する評価

　企業からの業務に関する評価の結果は表４、グラフ１のとおり。「取組態度・姿勢」「自己成長意欲」「業

務達成度」とも全体の平均で４ポイントに達し、高い評価を得ている。学年別には、３年次生の方が２年次生

よりもやや評価が高い。２年次生、３年次生とも女子の評価が高く、特に２年次生女子は３年次生男子を上回

る結果となっている。

Ⅱ 社会人基礎力自己評価分析・考察

社会人基礎力自己評価分析・考察
〜社風発見インターンシップ“真夏篇”における分析と考察〜

　 参加学生数 2 年次生（男）2 年次生（女）3 年次生（男）3 年次生（女）
京都 38 2 5 18 13
滋賀 16 3 5 5 3
奈良 18 4 8 1 5
計 72 2 年次生　計 27 3 年次生　計 45
　 　 男子　計 33 女子　計 39

大学名 参加学生数 正課化
滋賀大学 8 ○

滋賀県立大学 5 -
聖泉大学 2 ○

長浜バイオ大学 1 ○
京都府立大学 2 -

京都外国語大学 6 -
京都学園大学 3 -
京都産業大学 27 -
奈良女子大学 8 ○

天理大学 3 -
奈良佐保短期大学 7 -

計 72 　

　 企業数 第 1 希望 派遣決定 マッチング結果
京都 16 41 30 第 1 希望 48
滋賀 11 13 21 第 2 希望 10
奈良 10 18 21 その他 14
計 37 72 72 72

表１　参加学生の内訳（大学所在地別）

表２　参加学生数（大学別） 表３　受入企業とマッチング結果
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Ⅱ社会人基礎力自己評価分析・考察

表４　業務に関する評価（企業担当者による評価）
区分 企業担当者による評価

取組態度・姿勢 自己成長意欲 業務達成度 平均
２年次生男 3.9 3.5 3.6 3.7
２年次生女 4.1 4.1 4.0 4.1
２年次生全 4.0 3.9 3.9 3.9
３年次生男 3.9 4.0 3.9 4.0
３年次生女 4.1 4.3 4.2 4.2
３年次生全 4.0 4.1 4.0 4.1

全体 4.0 4.0 4.0 4.0

 ③ 社会人基礎力に関する評価

　社会人基礎力に関する評価は、学生の事前・事後の自己評価と企業からの評価の３種類のデータが得られ

た。「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働く力」の３項目の平均を算出している。

　表５とグラフ２、グラフ３に示されるのが、学生の事前・事後の自己評価の推移である。学生の自己評価の

平均は事前から事後にかけて、各項目とも上昇しており、特に３年次生女子が伸びている。項目別に見ると、

「前に踏み出す力」が伸びている一方、「考え抜く力」では自己評価が下がっている。

　これに対して表６の企業からの評価は学生の事後評価の平均を上回り、特に３年次生女子の評価の高さが目

立つ。項目別には「前に踏み出す力」が高く評価され、「考え抜く力」では３年次生と２年次生の評価の違い

が大きい。低年次での課題が示されているといえよう。

　なお、マッチングの結果第１志望の企業に行けなかった学生の事後自己評価や企業の評価には、特に差異が

見当たらなかった。企業を観察するという本インターンシップの趣旨が学生に理解され、実習のモチベーショ

ンが下がることがなかったと考えられる。

表５　社会人基礎力（事前・事後の学生自己評価）

区分 事前自己評価 事後自己評価
前に踏み出す力 考え抜く力 チームで働く力 平均 前に踏み出す力 考え抜く力 チームで働く力 平均

２年次生男 2.7 3.4 3.3 3.1 3.3 3.3 3.3 3.3 
２年次生女 3.2 3.6 3.5 3.4 3.5 3.5 3.8 3.6 
２年次生全 3.0 3.6 3.5 3.3 3.5 3.4 3.6 3.5 
３年次生男 2.8 3.3 3.3 3.1 3.1 3.3 3.4 3.2 
３年次生女 2.8 3.3 3.3 3.1 3.6 3.6 3.6 3.6 
３年次生全 2.8 3.3 3.3 3.1 3.3 3.4 3.5 3.4 

全体 2.9 3.4 3.4 3.2 3.3 3.4 3.5 3.4 

4.2
取組態度・姿勢

業務達成度 自己成長意欲

4.1

3.9
3.8
3.7

4.0 3年次生
全体

2年次生

グラフ１
企業による業務評価
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Ⅱ 社会人基礎力自己評価分析・考察

 ④ 事前評価の高低と事後評価、企業評価の差異

　学生の事前自己評価は、平均を取ると３ポイント前後で「標準的」となるが、大きな個人差を含んでいる。自

己評価の値だけでなく、評価基準自体にも甘い、辛いの個人差があると考えられる。そこで学生の事前の自己評

価を、高め、中くらい、低めの３つに区分し、それぞれの事後評価と企業評価を比較してみた（表７）。事後評

価が上がったものを「＋」、変化なしを「＋−ゼロ」、下がったものを「−」として整理している。

　全体としては、事前評価の高めの学生が約３割、中くらいが約５割、低めが約２割である。事後評価は上がっ

たものが約57パーセント、下がったものが約35パーセントとなっている。区分別に見ると、事前評価の高い学生

のうち、3分の2ほどが事後評価を下げているのに対して、中・低の学生は逆にそれぞれの3分の2ほどが事後評価

を上げている。事前評価の高い学生が、自己の成果を抑制的に見ている場合が多いことがわかる。

　これに対して、企業担当者による評価はかなり異なっている。まず、事前評価が高めの学生については、約半

数で事後評価を高めにつけており、学生の成長への期待を示している。中程度の学生については、半数近くにつ

いてマイナス評価をつけている。自分は人並みだと思っている人に対しては、逆に注文をつけたいことが多いの

かもしれない。事前評価の低めの学生に対しては、学生と同様に3分の2ほどで高めの評価を出している。

　このような企業の評価は、学生の自己評価の基準を修正するために大きなヒントとなると考えられる。また企

業の担当者が、自社の社員と同様に、「育てる」という見地から学生を見ていることが分かる。

区分
企業担当者による評価

前に踏み
出す力 考え抜く力 チームで

働く力 平均

２年次生男 3.3 3.1 3.3 3.2
２年次生女 3.8 3.4 3.7 3.6
２年次生全 3.6 3.3 3.6 3.5
３年次生男 3.6 3.4 3.6 3.6
３年次生女 4.0 4.2 3.8 4.0
３年次生全 3.7 3.7 3.5 3.7

全体 3.7 3.5 3.5 3.6

表６　社会人基礎力（企業担当者による評価） グラフ４　企業担当者による評価

グラフ２　学生の事前自己評価

3.5

前に踏み
出す力

チームで
働く力

考え
抜く力

3.3
3.1

3年次生
全体

2年次生

2.3
2.7

グラフ３　学生の事後自己評価

前に踏み
出す力

チームで
働く力

考え
抜く力

3.6
3.5
3.4
3.3
3.2

3年次生
全体

2年次生

前に踏み
出す力

チームで
働く力

考え
抜く力

3.8

3.6

3.4

3.2

3年次生
全体

2年次生
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Ⅱ社会人基礎力自己評価分析・考察

事前評価 事後評価 企業評価（事後評価との差）
分布 ＋ ＋−ゼロ ー 計 ＋ ＋−ゼロ ー 計

高（>3.5） 5.9% 3.9% 19.6% 29.4% 15.7% 7.8% 5.9% 29.4%
中（3.0 〜 3.4） 35.3% 3.9% 9.8% 49.0% 15.7% 9.8% 23.5% 49.0%

低（<3.0） 15.7% 0.0% 5.9% 21.6% 15.7% 2.0% 3.9% 21.6%
計 56.9% 7.8% 35.3% 100% 47.1% 19.6% 33.3% 100%

表７　事前評価の高低と事後評価、企業評価の差異

 ⑤ 継続参加者の自己評価、企業評価の推移
　今回の社風発見インターンシップ真夏篇には、平成26年度に実施された前回のインターンシップ参加者のう

ち、９名（すべて今年度２年次生）が継続して参加した。人数は少ないが、同一の学生について継続的に社会人

基礎力の推移を追うことができる点で、貴重なデータである。表８として、前回と今回に分けて社会人基礎力の

平均値の推移を示す。

　表８から、１年次生の終わりに参加した前回の社風発見インターンシップでは、事前の自己評価が低めであっ

たが、事後の自己評価と企業評価で上昇傾向が見られることが分かる。今回については、事前の自己評価が高

め、事後の自己評価が控えめであるが、企業の評価は事前の自己評価を上回っている。

　全体として、前回の結果が正のフィードバックとして作用し、今回は少し自信を持ってインターンシップに臨

むことができたと考えられる。企業の評価が前回よりも大きく伸びていることも注目される。もちろん学生の個

人差や、前回とは企業担当者も違うことによる「ぶれ」もあるが、低年次から反復的にインターンシップに参加

することの教育的意義を示唆している。

社会人基礎力 前回（平成 27 年 2 月） 今回（平成 27 年 9 月）
事前自己評価 事後自己評価 企業評価 事前自己評価 事後自己評価 企業評価

前に踏み出す力 2.9 3.3 3.1 3.4 3.1 3.9 
考え抜く力 2.3 3.1 3.0 3.9 3.0 3.5 

チームで働く力 3.0 3.3 2.9 3.1 3.0 4.0 
平均 2.7 3.2 3.0 3.5 3.0 3.8

表８　継続参加者の自己評価、企業評価の推移

 ⑥ まとめ
　学生の事前・事後の自己評価と企業の評価をさまざまな観点から分析すると、学年・性別、自己評価の偏差な

どについて、今後の教育指導に多くのヒントが得られる。今後の継続的課題として、対象年次による違いなどに

ついて分析を続ける必要がある。

　企業の担当者が若い人を育てる観点から指導、評価を行っていること、低年次からの反復的な実習参加が、学

生の成長を促す効果を持つ可能性が高いことが判明したのが、今回の大きな収穫であった。
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Ⅱ 平成28年度以降の継続体制



個別大学の取組成果 Ⅲ
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Ⅲ 個別大学の取組成果
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Ⅲ個別大学の取組成果
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Ⅲ 個別大学の取組成果
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Ⅲ個別大学の取組成果
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Ⅲ 個別大学の取組成果
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Ⅲ個別大学の取組成果
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Ⅲ 個別大学の取組成果
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Ⅲ個別大学の取組成果
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Ⅲ 個別大学の取組成果
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Ⅲ個別大学の取組成果
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Ⅲ 個別大学の取組成果



Ⅳ内部評価委員会
全体報告会
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Ⅳ 内部評価委員会

		 平成28年３月１日（火）10：00～12：00

		 TKP京都四条烏丸カンファレンスセンター
		 〒600-8423 京都府京都市下京区仏光寺通室町東入釘隠町247番

	 【内部評価委員】給田　英樹 氏（関西広域連合広域産業振興局）
	 中野　桂 氏（滋賀大学）
	 森田　洋二 氏（京都学園大学）宮嶋　恒二 氏（京都学園大学）
	 向井　光太郎 氏（奈良佐保短期大学）
	 【推進委員会】　佐原　康夫（奈良女子大学）
	 近藤　紀章（聖泉大学）徳田　裕美（聖泉大学）
	 玉田　春昭（京都産業大学）大西　達也（京都産業大学）
	 松本　翔伍（京都産業大学）西村　俊介（京都産業大学）

	 ◇出席者紹介

	 ◇評価内容説明・推進協議会取組報告

	 ◇質疑・応答

	 ◇内部評価委員からの総評

	 【内部評価における3つの観点】

　	 　①申請書記載の課題や目標に対しての取組成果はどうか

　	 　②平成26年度の内部評価委員会で受けた指摘事項について改善されているか

　	 　③平成28年度以降の推進協議会の継続体制に向けた組織づくりがなされているか

	

◇給田　英樹 氏（関西広域連合広域産業振興局）

　個別大学が連携しながらプログラムの一般化・標準化された点は大変評価できる。また、イン
ターンシップの質的・量的拡大、中期インターンシップの試行も今後の事業展開に向けて評価でき
る点である。事務局の負担も相当なものであったと思われるが，大学職員の質の向上にもつながる
有意義な取組であったと思う。

◇中野　桂 氏（滋賀大学）

　限られた財源・資源の中で多方面にわたる目標（参加企業の満足度向上・専門人材養成・学生育
成）に取組み、成果をあげられた。今後の活動に向けての意見として、「効果測定」という観点

日　時

場　所

出席者

プログラム

内部評価委員からの総評

平成26年度「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業
【テーマＢ】インターンシップ等取組拡大」

『滋京奈地域インターンシップ推進協議会』
第２回内部評価委員会
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Ⅳ内部評価委員会

で、インターンシップ受入企業の若手社員の定着率統計および参加学生の入社後の定着状況、イン
ターンシップ参加学生は域内就職率が高いといった分析を長期的に実施していただきたい。課題
は、職員の定期異動のある大学でいかに専門人材を育成するかという点である。

◇森田　洋二 氏（京都学園大学）

　社風インターンシップは低年次向けインターンシップで標準化を図っている点が評価できる。ま
た、継続体制について、企業メリットがどこにあるのかを将来展望も含めて明示できると尚良い。

◇宮嶋　恒二 氏（京都学園大学）

　社風発見インターンシップを1〜3回目まで実施したことで、教材・資料の質があがった。受入企
業開拓・関係性づくりを連携校で協力できたことが大きな成果といえる。今後は、学生が成長した
確かな実績をどのように対外的に発信できるのか、またそのエビデンスをどのように蓄積できるか
が大切であり、その取組みに期待する。

◇向井　光太郎 氏（奈良佐保短期大学）

　継続体制の充実を図るうえで、組織・蓄積される情報・資金が整備されていなければならない。
企業側メリットがどこにあるのかをもう少し明示すべき。また、大学・企業は異動が伴うため、そ
の際に関係性を維持できる工夫が必要である。

NO. 評価項目 評価点（平均値）

① インターンシップにおける学生と企業のミスマッチ解消のために、マッチングの円
滑化を図ったか 2.6

② 事前・事後学習を含めた共通プログラム（短期インターンシップ）を実施し、一定の
標準化を図ったか 2.8

③ 中長期インターンシップを含めたキャリア形成科目において、段階化と構造化を図ったか 2.2

④ 各大学において、大学教育におけるインターンシップの位置づけ、大学教育全体の
活性化を図ったか 2.2

⑤ 企業・大学・学生・地域との情報交換や意見交換を行い、産学からオープンに参加でき、
自立的に活動できる組織づくりが進められているか 2.4

⑥ インターンシップ量的拡大に向け、受入企業の開拓を図ったか 2
⑦ インターンシップ量的拡大に向け、参加学生の推進を図ったか 2.6
⑧ PBL、コーオプ教育、中長期インターンシップ等の評価できる取組はあるか 2
⑨ インターンシップ等におけるコーディネートを担当する専門人材の養成を進めたか 2.4
⑩ 大学間での情報共有を図ったか 2.2
⑪ 事業終了後の推進協議会の継続的・発展的な組織づくりがなされているか 2

【評価項目・評価点（平均値）】

【評価点】	3点…非常に評価できる（当初立てた計画を大きく上回る成果があった）
	 2点…評価できる（当初立てた計画を達成できた）
	 1点…あまり評価できない（当初立てた計画にあと一歩届かなかった）
	 0点…全く評価できない（当初立てた計画を全く遂行できなかった）
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Ⅳ 全体報告会

平成26年度「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業
【テーマＢ】インターンシップ等取組拡大」

『滋京奈地域インターンシップ推進協議会』
第３回会議

		 平成28年３月１日（火）13：30～16：20

		 TKP京都四条烏丸カンファレンスセンター　ホール3A

		 〒600-8423 京都府京都市下京区仏光寺通室町東入釘隠町247番

	 【産業界等】1名

	 【講 演 者】2名

	 【連携大学】23名

	 【支援団体】1名

	 【幹 事 校】8名

	 ◇開会挨拶（大西　辰彦・京都産業大学）

	 ◇出席者紹介

	 ◇滋京奈地域インターンシップ推進協議会取組報告

	� 　・滋京奈地域インターンシップ推進協議会取組報告 

　（佐原　康夫 氏・奈良女子大学）

	 　・内部評価委員会実施報告（給田  英樹 氏・関西広域連合広域産業振興局）

	 ◇平成28年度以降の継続体制

	� 　・滋京奈地域人材育成協議会（仮称）の体制について（大西　達也・京都産業大学） 

　（竹林  竜一 氏・株式会社Re-birth）

	 ◇インターンシップ推進協議会運営のポイント【講演】

	� 　・10年先を見据えた組織運営について 

（古賀　正博 氏・九州インターンシップ推進協議会）

	 ◇質疑・応答

日　時

場　所

出席者

プログラム
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Ⅳ全体報告会

	

◇給田　英樹 氏（関西広域連合広域産業振興局）

　限られた財源で、さまざまな課題に対して多方面にわたる新しい試みを工夫して実行され、目標
を達成されたことについては、高く評価したい。特に、大企業志向の強い学生に早期から中小企業
との接点を持たせる社風発見インターンシップの取組は大変有意義であり、企業負担が少なく、か
つ真摯に学生が取り組める好事例を生み出していただきたい。来年度以降も持続可能なシステムと
して確立されるよう強く期待する。インターンシップを通じて、経済の成長を支える中小企業の魅
力を見出すとともに学生の社会人基礎力を向上させ、就職に結びつけていくことが重要である。

◇古賀　正博 氏（九州インターンシップ推進協議会）

　全体を通して、滋京奈地域は丁寧な取組みをされている印象を受けた。低学年からの「社風
発見インターンシップ」という具体的な仕組みを構築されたことは素晴らしいものであり、早
期からの就業体験は、学生にとって非常に大きな経験となる。また、エリア主任という仕組み
は新鮮であり、そのような仕組みは広域連携のポイントになる。
　今後、社風発見インターンシップが定着していき、システム化してしまうことで、それが学
生にとって受け身になりかねない。過保護は厳禁という気持ちで対応しながら、半歩先を照ら
し、刺激材料を投入することが重要である。システマチックになりすぎてしまうと、良かれと
思って取り組んでいることが、思考停止といった副作用につながってしまう恐れがあるため、
注意が必要である。

産業界等からの総評





Ⅴ広報ツール
実習ノートワークシート
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Ⅴ 広報ツール

社風発見インターンシップ企業開拓用パンフレット
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Ⅴ広報ツール

担い手プロジェクト実践！インターンシップ運営ポイント集



－ 46 －

Ⅴ 実習ノートワークシート

平成 27 年度　社風発見インターンシップ“真夏篇”実習ノート（ワークシート抜粋）
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Ⅴ実習ノートワークシート
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Ⅴ 実習ノートワークシート
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Ⅴ実習ノートワークシート
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Ⅴ 実習ノートワークシート
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Ⅴ実習ノートワークシート
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Ⅴ 実習ノートワークシート
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Ⅴ実習ノートワークシート

平成 27 年度　社風発見インターンシップ“早春篇”実習ノート（ワークシート抜粋）
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Ⅴ 実習ノートワークシート
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Ⅴ実習ノートワークシート
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Ⅴ 実習ノートワークシート
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（インターンシップ等を通じた教育強化）
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